





Formacion del concepto de cuerpo moderno en









































































































り、どのような身体が必要とされ、 想とされたの をあき かにすることを目的とする。 着目するのは近代化への起点といえる一八六八年頃から日清戦争 日露戦争という二つの対外戦争に勝利した一九〇五年頃までとする。この期間は、日本の近代 開始 、世界史の中に日本が近代国家として登場する頃までといってよいだろう。
 
まず、日本近代の身体観を考察する前に、その前提となる近代化以前の






















平均身長 一〇七・〇センチメートル ら一一六・七センチメートルへ、一七歳男子の平均身長は一五七・九センチメートル ら一七〇・八センチメートルへと伸び いる。同様に六歳女子 平均 長は一〇四・八センチメートルから一一五・八センチメートルへ、一七歳女子の平均身長は一四七・〇センチメートルから一五七・九センチメートルへ 伸びている。
 
これに対応して、六歳男子の平均体重は一七・〇キログラムから二一・





































































































































































































歳から一三歳までとされていたが、 最短四年間 六ヶ月まで短縮す ことが可能だった。
 
この教育令で、体操科は（教育令では 術ではなく体操としている）土































または四年、 高等小学校の修業年限は二年、 三年または四年となっている。これによって、義務教育年限は最短三年となった。この第三条で、尋常小学校の体操科は、 再び土地の情況によって欠くことのできる加設科目とされた。
 
一八九一（明治二四）年一一月一七日の「小学校教則大綱」第十一条で










































































さて、 軍や学校以外の場ではど な身体観 提示されたのだろうか。



























けで勝手にする事は出来ない、 又、 若し身体をそこねて、 病気になるとん
（ママ）
、







































































る……中略……軍人は皆な よくするので、 身体が壮健で見るからが立派であ 」
３７）
 













































めにも、社会の為めにも、大なる損失に相違無い。が、損をして徳を取ると云ふ事もある。殊に死の損失 比して、更にその徳の大な 事がある。……中略……此等惜む可き諸勇士の死が、能く三軍 士気を鼓舞し 国民の気慨を激励し得たとすれば、一個勇士の死は、やがて数十の勇士を喚起し、一双の志士の最期は、却て千百 懦夫を起 しめる動機と成る。これを思へば死者その人達は、宣 く地下に瞑して可なりだ。
 死す可き時に






































士として戦える身体を求めたということである つまり立派 軍人 なるための健康な身体を理想とす 身体観が、読者に提示されたのである。活字を通して共通の身体観を可視化し、提示した である こ 共通の観は「われわれ」＝「国民」という意識に く。なぜなら、少年雑誌





さらに、 雑誌記事の中で 「死」 をも管理する言説が語られていることは、
身体が「共同 」によって確認されるも であることを示している。 ぜなら、自分自身では確認（経験）出来ない「死」に関する言及は、それを看取る他者の存在を前提とするからであ 。そ 故、身体 「共同体」は不可分 関係にある。また、 「共同体」が「死」を管理し その「死」に向かう身体を「生産」するという点が、近代的身体の特徴であるこ が確認できよう。
 
共通の身体観（つまり、立派な軍人になるための健康な身体を理想とす
る身体観）が提示され そのよ な身体を目指す き は「生産」のシステムに乗せられたと考えてよい つまり、健康な身体をまるでモノのように「生産」し、その身体、生命を「消費」 こ を目 とする戦争につぎ込む体制が確立さ いうことである。 そ 身体もまた 共同体」によってのみ確認可能である このシステムの中では個々の身体 生命「誕生」するのではなく、 「生産」される。 同体」としての 民国家ために身体、生命が「生産」され、その 共同体」の存続のためにその身体、生命が兵士として 消費 され である。
 
近代的身体の形成は、主に学校教育、軍隊など、国家の主導によって近








6歳 12歳 15歳 17歳
1900年 107 133.9 152.1 157.9
1910年 107 133.6 152.7 159.1
1920年 107 134.8 154.2 160
1930年 108.1 137.1 156.2 161
1939年 109.1 137.8 158.1 162.5
1948年 108.1 135 152.7 160.6
1958年 110.9 140.8 160.3 164.3
1968年 114.1 146.2 164.3 167.3
1978年 115.7 149.6 166.6 169.3
1988年 116.7 150.9 167.7 170.3
1998年 116.8 152.7 168.5 170.9
2008年 116.7 152.6 168.3 170.7




6歳 12歳 15歳 17歳
1900年 104.8 133 144.8 147
1910年 105.8 133.6 147 148.8
1920年 105.8 136.1 148.2 149.7
1930年 106.9 138.4 149.6 150.7
1939年 108.1 138.8 150.7 152.5
1948年 107.3 136.1 149.1 152.1
1958年 109.9 142.8 152.3 153.5
1968年 113.1 147.6 154.7 155.3
1978年 114.6 150.4 156.1 156.6
1988年 115.9 151.2 157 157.8
1998年 115.9 152.1 157.4 158.1
2008年 115.8 152.1 157.3 158
2009年 115.8 151.9 157.3 157.9
(表２）年齢別平均身長の推移（女）(cm)
 
   
6歳 12歳 15歳 17歳
1900年 17 29 43 50
1910年 17.5 29.8 44.6 51.4
1920年 17.6 30.5 45.2 51.8
1930年 17.9 31.8 47.1 53
1939年 18.5 32.5 48.6 53.9
1948年 18.4 31.4 44 51.7
1958年 18.9 34 50.4 55.7
1968年 19.9 37.9 53.5 57.9
1978年 20.7 41 56.2 59.9
1988年 21.4 42.9 58.5 61.8
1998年 21.7 44.9 59.7 62.7
2008年 21.5 44.5 59.8 63.4




6歳 12歳 15歳 17歳
1900年 17 30 42 47
1910年 17 31.2 42.9 46.8
1920年 17 31.3 43.4 47.4
1930年 17.3 33.2 45 48.1
1939年 17.7 33.7 45 48.8
1948年 17.9 32.2 43.9 49.1
1958年 18.4 36.4 47.6 50.3
1968年 19.4 39.9 49.8 51.7
1978年 20.1 42.2 51 52
1988年 20.9 43.6 52 52.7
1998年 21.3 44.9 52.1 53.1
2008年 21 44.2 52 53.2























































寸以上ノ定則ト雖モ、 土地人種ニ由リ、 定尺ニ当ル者十ガ一ヲ得ル能ハズ」とあるように、 この規定は当時の日本人
の体位からみてかなり高い水準で
















 大江志乃夫， 『徴兵制』 ，岩波新書（黄版）一 三，一九八一年，八四






身分の違いから生じたものではなかったが、 出身階層の相違が色濃く反映した。筋骨薄弱は甲種合格となら これは肉体労働に従事しない階層の出身者が多かった。また、近視は丙種とされたが、近視は高学歴者に多かった。丙種合格で国民兵役に服するとはいえ、実質的には免役にも等しかっ （大江志乃夫， 『徴 制』 ，岩波新書（黄版）一四三，一九八一年，八七頁）
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 『日本人生活のユーモア画集』第二集， 『兵士の一日』 ，明治三二年（清
水勲， 『ビゴー日本素描集』 ，岩波文庫，一九八六年より） 。
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 森は、小学校令をごく簡潔なものにとどめた。結果、 「制度 整備さ
 
 
                                        
 
































 高槻純之助， 「府縣会」 ， 『幼年雑誌』 ， 第一巻 三号， 明治 四年 月。
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 学校医， 「身体を丈夫にする事 『少年世界』 ，第七巻 一

























 藤田景壽， 「体操」 『幼年雑誌』 第一巻第二三号， 明治二四年一二月。
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 小波， 「記者消息」 ， 『少年世界』 ，第一〇巻四号，明治三七年三月。
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る。 「個」の根拠は、 「他者」を自らの映し鏡として設定しなければ確立できないからである。それ故「共同体 は「個」に優先する。 「共同体」の存在によって「個」が確認できるからである（ 「わたし」の存在は「わたし」の存在を確認する「他者」の存在を前提としている。人間が単数で存在できない以上、 共同体」の存在が前提され のであ ） 。
 
また「共同体」は、他の「共同体」との差異を明確にすることによって、
「共同体」の存在を確認する。 との差異を明確にすることで「自己」を確認しているのである
 
